
点
北
緯

東
経

一

和
歌
山
県
平
井
（
大
原
平
）
地
す
べ
り
防
止
区
域

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
古
座
川
町
平
井
の
区
域
内
の
土

地
の
う
ち
、
次
の
一
点
か
ら
七
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ

線
及
び
一
点
と
七
点
を
平
井
川
右
岸
官
民
地
境
界
に

沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

１
33
38
383188

135
41
117039

２
33
38
312508

135
41
009145

３
33
38
326796

135
40
517054

４
33
38
386623

135
40
438278

５
33
38
423182

135
40
454549

６
33
38
532756

135
40
521520

７
33
38
570548

135
41
029699

令和年月日 月曜日 第号官 報
一

伝
統
的
工
芸
品
の
名
称

東
京
手
彫
り
印
章

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１

印い
ん

稿こ
う

は
、
出
来
上
が
り
の
印
影
を
想
定
し
、
彫
刻

す
る
文
字
を
用
紙
に
下
書
き
す
る
こ
と
。

２

字
入
れ
は
、
印
稿
を
基
に
、
筆
に
て
、
彫
刻
す
る

文
字
を
印
材
に
逆
字
で
書
き
入
れ
る
こ
と
。

３

荒
彫
り
は
、
篆て
ん

刻こ
く

台
、
巻
き
竹
で
挟
ん
で
固
定
し

た
印
材
を
、
印
刀
に
て
、
字
入
れ
し
た
文
字
以
外
の

部
分
を
均
一
の
深
さ
に
彫
り
下
げ
る
こ
と
。

４

仕
上
げ
は
、
仕
上
刀
に
て
、
文
字
の
太
さ
や
起
筆

終
筆
に
注
意
し
、
線
質
を
繊
細
に
表
現
で
き
る
よ
う

枠
と
字
の
周
り
を
整
え
る
こ
と
。

三

伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

印
材
は
、
柘
植
、
水
牛
又
は
こ
れ
と
同
等
の
材
質
を

有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

製
造
さ
れ
る
地
域

東
京
都

千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、
新
宿
区
、

文
京
区
、
台
東
区
、
墨
田
区
、
江
東
区
、
品
川
区
、
目

黒
区
、
大
田
区
、
世
田
谷
区
、
中
野
区
、
杉
並
区
、
豊

島
区
、
荒
川
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
、
江
戸
川
区
、
八

王
子
市
、
立
川
市
、
武
蔵
野
市
、
三
鷹
市
、
青
梅
市
、

小
金
井
市
、
東
村
山
市
、
国
立
市
、
西
東
京
市

神
奈
川
県

川
崎
市

五

指
定
年
月
日

令
和
七
年
十
月
二
十
七
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
七
十
三
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
と

と
も
に
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土

地
に
お
い
て
、
令
和
八
年
度
か
ら
砂
防
設
備
工
事
を
施
行

す
る
の
で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三

百
八
十
二
号
）
第
一
条
及
び
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
七
年
十
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

小
沢
入
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
十
四

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
十
四
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

栃
木
県
日
光
市
小
百

字
日
向
倉

二
五
一
七
番
四

一
号
か
ら
十
四
号
ま
で

二
五
一
七
番
二

十
五
号
か
ら
十
八
号
ま
で

二
五
二
〇
番
一

五
十
一
号
か
ら
五
十
五
号
ま
で

二
五
二
〇
番
二

五
十
七
号
か
ら
五
十
九
号
ま
で

及
び
六
十
一
号
か
ら
六
十
三
号

ま
で

二
五
二
〇
番
五

六
十
四
号
か
ら
六
十
八
号
ま
で

二
五
二
〇
番
七

六
十
九
号
及
び
七
十
号

二
五
二
〇
番
八

七
十
一
号
及
び
七
十
二
号

二
五
二
〇
番
一
四

七
十
三
号

二
五
二
一
番
一

七
十
四
号
か
ら
七
十
七
号
ま
で

二
五
二
一
番
二

七
十
八
号

二
五
二
一
番
三

七
十
九
号

二
五
二
二
番

八
十
号
か
ら
八
十
四
号
ま
で

字
小
沢
入

二
五
八
四
番
九

十
九
号
か
ら
二
十
一
号
ま
で

二
五
八
二
番

二
十
二
号
か
ら
二
十
九
号
ま
で

及
び
三
十
一
号

二
五
八
二
番

地
先
河
川
敷

三
十
号
、
四
十
七
号
か
ら
五
十

号
ま
で
、
五
十
六
号
及
び
六
十

号

二
五
八
四
番
二

三
十
二
号
か
ら
三
十
六
号
ま
で

二
五
八
四
番
一

三
十
七
号
か
ら
四
十
六
号
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
七
十
四
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
と

と
も
に
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土

地
に
お
い
て
、
令
和
八
年
度
か
ら
砂
防
設
備
工
事
を
施
行

す
る
の
で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三

百
八
十
二
号
）
第
一
条
及
び
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
七
年
十
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

オ
ボ
ロ
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
七
十
四

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
七
十
四
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

栃
木
県
日
光
市
高
徳
字
朧

二
二
七
番
一

一
号
及
び
二
号

二
二
一
番

三
号
か
ら
五
号
ま
で

一
二
六
二
番
一

六
号

一
二
六
三
番

七
号
か
ら
十
二
号
ま
で

一
二
六
四
番

十
三
号
か
ら
十
五
号
ま
で

一
二
六
五
番

十
六
号
か
ら
二
十
号
ま
で

一
二
八
一
番

二
十
一
号
か
ら
二
十
四
号
ま
で

一
二
八
二
番

二
十
五
号

一
二
八
三
番

二
十
六
号

一
二
八
四
番

二
十
七
号

一
二
八
八
番

二
十
八
号
か
ら
三
十
二
号
ま
で

一
二
八
九
番

三
十
三
号
か
ら
三
十
八
号
ま
で

一
二
九
八
番

三
十
九
号
及
び
四
十
号

一
三
〇
〇
番

四
十
一
号
か
ら
四
十
五
号
ま
で

一
三
〇
一
番

四
十
六
号
か
ら
四
十
九
号
ま
で

一
三
〇
三
番

五
十
号
か
ら
五
十
四
号
ま
で

一
三
一
一
番

五
十
五
号
及
び
五
十
六
号

一
三
一
〇
番

五
十
七
号

一
三
〇
八
番

五
十
八
号
か
ら
六
十
二
号
ま
で

一
九
九
番

六
十
三
号
か
ら
六
十
六
号
ま
で

二
〇
六
番

六
十
七
号

二
一
二
番

六
十
八
号

二
一
六
番

六
十
九
号
及
び
七
十
号

二
一
八
番

七
十
一
号
及
び
七
十
二
号

一
五
九
番
三

七
十
三
号
及
び
七
十
四
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
七
十
五
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
指
定
す
る
。

令
和
七
年
十
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
三
十
九
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

令
和
七
年
十
月
二
十
七
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま

で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八

号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

区

域

日
高
沖
海
面
の
次
の

か
ら

ま
で
の
六
点
を

順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
点
を
結

ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上

空
で
海
面
か
ら
高
度
九
、
一
四
四
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
間北

緯
四
一
度
四
三
分
〇
九
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
〇
七
分
四
七
秒

北
緯
四
一
度
四
五
分
三
九
秒

東
経
一
四
二
度
〇
五
分
一
七
秒

北
緯
四
一
度
二
七
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
四
二
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
四
四
分
〇
九
秒

東
経
一
四
二
度
五
七
分
四
六
秒

実
施
機

航
空
機

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
四
十
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

令
和
七
年
十
月
二
十
七
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま

で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八

号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
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